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                                 裏面あります 

                                      

                                  

昨シーズンは、平成 30 年１月、香川県の肉用鶏飼養農場において、高病原

性鳥インフルエンザが発生しました。また、野鳥では複数の県でウイルスが確

認され、隣接する東京都大田区でも死亡したオオタカから本病ウイルスが確認

されました。 

渡り鳥の飛来とともに、昨シーズン同様に本病の農場への侵入リスクが非常

に高まります。 

● 本病は家きんへの感染力が強く、発生すると周辺農場の家きんや鶏卵の移

動が制限される等、社会的に多大な影響を及ぼします。まん延防止のために

は、家きん飼養者の皆様の対策が重要です。 

以下の点について、特段の注意をお願いします。 

○ 飼養している家きんに、異状を見つけたら速やかに獣医師や家畜保健

衛生所に連絡する。 

○ 農場や鶏舎の出入り口での消毒の徹底等、専用被服・靴の使用等、農

場内へのウイルスの侵入防止対策を再徹底する。 

○ 飼養場所に野鳥・野生動物やその排せつ物が入らないようにする。 

○ 家きんの健康観察、死亡羽数、産卵数、農場立入者の記録等を保存す

る。  

※高病原性鳥インフルエンザの主な症状 

   ・病原性の強い場合は、無症状で突然死亡することもあります 

   ・とさかの出血  ・脚の腫れや出血  ・顔面の腫れ  ・苦しそうな呼吸 等 

● 最新の情報は、以下のＨＰで確認するようにお願いします。  

 ・農林水産省ＨＰ http://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/tori/index.html  

 ・環境省ＨＰ    http://www.env.go.jp/nature/dobutsu/bird_flu/ index.html 

 ・神奈川県畜産課ＨＰ「鳥インフルエンザ情報」 http://www.pref.kanagawa.jp/cnt/f521/  
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鳥インフルエンザが発生した際の対応は、農林水産省が作

成した「高病原性鳥インフルエンザ及び低病原性鳥インフル

エンザに関する特定家畜伝染病防疫指針」で規定されていま

す。 

万一、自農場が制限区域内に入った場合、家きん・鶏卵の

出荷等について次の様な制限があります。 

制限区域内の家きん・鶏卵等の出荷制限について 

 

１．搬出制限区域（半径１０ｋｍ以内）及び移動制限区域（半
径３ｋｍ以内）の制限の対象は、家きん、鶏卵、敷料、飼料、
家きん飼養器具、家きん排せつ物等です。 

２．鶏卵は、家保と農林水産省が協議した後でないと、ＧＰセ
ンターに出荷する事はできません。 

３．ＧＰセンターを経由しない直売所等での販売 は、家保と農
林水産省が協議した後でないと、出荷（販売）することがで
きません。なお、販売前に鶏卵を洗浄・消毒する必要があり
ます。 

  ただし、移動制限区域内の農場 にあっては、「家きん卵の
出荷のための検査」で問題がないことが確認されたのち、
上記（２、３）の対応となります。 

  

※ 日頃、鶏卵の洗浄・消毒を行なっていない方は、万一の
際、速やかに鶏卵の出荷再開ができるように、鶏卵の洗
浄・消毒ができるように準備しておきましょう。 

※ 参考：「ＧＰセンターの洗卵規定」１５０ｐｐｍ以上の次亜塩素酸ナ

トリウム（食品添加物）溶液（または、これと同等以上の効果を有

する殺菌剤を用いる）を使用。 


